
 

   

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅱ期の行事は 9 月 3 日の校区・保小中防災訓練から始まりました。そして、9

月中に文化祭と新人戦があり、子どもたちは一つ一つの行事で成長してきました。保

護者や地域の皆さまには、さまざまな形で子どもたちへご声援、ご支援をいただき、

ありがとうございました。行事においては、前芝学校がめざしている生徒の姿が随所

に見られ、心より嬉しく思っています。 

「前芝中学校通信」では、本号から、行事の積み重ねによって成長している子ども

たちの様子や考えを数回にわたり、お伝えしていきます。（学校通信のホームページ掲載では生徒氏名を削除しますのでご了承ください） 

 

 今年も防災訓練の終了後、子どもたちは「振り返り」を書きました。毎年体験を続けた成果でしょう

か、その内容からも、年 「々防災意識」、「地域の方・小学生と共にという思い」が高まるのを感じます。 
 

 

 

・高台避難場所で、地域の方たちと避難経路の確認と話し合いができま 

した。（１年 小田かるら） 

・高台避難場所の橋は意外に高かったので、もし、津波が来たらそこに 

すぐ逃げようと、思いました。（２年 杉浦未桜） 

・昨年と違って、今回は高台に行くまでにこの道は危険じゃあないかと 

考えることができました。（２年 加藤 舞） 

・前芝町で高台まで行く道が、もし木とかが倒れてきたなら、危ないか

なと思ったし、お年寄りの方が多かったので、もう少し安全な道の

方が良いなと思いました。（２年 村瀬茉佑） 

・昨年も行っているところなので、どこに避難すればいいとかが大  

体わかっていました。本番でも落ち着いて避難したいです。（２年  

松下快笙） 

・高台避難場所はＪＡの 2階なのですが、いつも２階の鍵が開いて 

いるわけではないとも言っていたので、その場合はどこに行くの 

か考えないといけないなと思いました。（３年 稲垣遥太） 

・23号の歩道橋は高くて良いけど、お年寄りのことを考えたら、 

直接、学校に避難する方が良いと思いました。（３年 加藤華羽） 

・去年までの避難経路は、道は狭く、がれきとかいろいろなものが落  

ちてきそうで危なかったので 

今年は避難経路を変えて、道   

が広い堤防側を回ることにし 

ました。（３年 酒井未夢） 

・落ち着いて行動できました。本番はゆっくりしていられない 

で、地域の人と呼びかけあって行動して、一刻も早く避難で 

きるようにしたいです。（３年 武田萌花） 
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めざす子どもの姿 
 
『ふるさと前芝を 
愛し、人と人との 
つながりをつくる 
力をもった子』 


